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語りかけ絵本 ひよこ 

コウノトリのコウちゃん 

ことりのおさら 

ブルーがはばたくとき 

しあわせなふくろう かもとりごんべえ 

こが ようこ/ぶん・え 

大日本図書 

Ｎ/Ｄ/ひ 

かこ さとし/さく 

小峰書店 

Ｙ/Ｄ/こ 

さいごう たけひこ/ぶん  

せがわ やすお/え 

ポプラ社 

Ｙ/ＮＭ/か 

叶内 拓哉/ぶん・しゃしん 

福音館書店 

Ｙ/Ｒ/こ 

ブリッタ・テッケントラップ/作 

三原 泉/訳  

BL出版 

Ｙ/Ｄ/ぶ 

チェレスチーノ・ピヤッチ/え  

ホイテーマ/ぶん 

おおつか ゆうぞう/やく 

福音館書店 

Ｙ/ＳＭ/し 

 たまごから、ひよこさんがぴよっとでてきたよ。たま

ごから出たり入ったり…。 

 赤ちゃんの発達に「語りかけ」が大事だと言われ

ていますが、この本は文章を読むだけで、自然と赤

ちゃんに語りかける形になるように作られていま

す。巻末には、語りかけのポイントも載っています。 

 静かな村にコウノトリが舞い降りて、たまごを産みま

した。たまごから生まれたコウノトリ三兄弟の成長を、

周辺に住む人々があたたかく見守ります。 

 世界各地で幸運の鳥として親しまれているコウノトリ

ですが、年々その数は減少しています。自然と人との

共存の願いを込めて作られた絵本です。 

 水を入れたお皿を庭に出しておくと、小鳥たちが

次々と集まってきます。様々な種類の小鳥たちが、代

わる代わる水を飲んだり、水浴びしたり、とっても気

持ちよさそうです。  

可愛い小鳥たちの姿を鮮やかな写真でご覧ください。 

 小鳥のブルーは、日の光も届かない森の奥深く、大

きな木の一番下にひとりぼっちで住んでいました。日

の光を浴びたくても、空のとびかたも忘れてしまってい

るのです。誘ってくれる友達もいません。ある晩、森に

金色に光り輝く鳥がやってきて…。 

 古い石の壁に、二羽のふくろうがとても幸せに暮らし

ていました。 反対に、近くの百姓家で飼われている鳥

たちは、飲んで食べてはケンカばかりの毎日です。あ

る日、フクロウがどうして仲良く暮らせているのか、不

思議に思った百姓家の鳥たちが理由を聞きに行きま

した。フクロウたちが語った幸せに仲良く暮らせる秘

訣とは…。  

 狩人のごんべえさんは、毎日１羽の鴨を狩って暮

らしていました。ある時、一度に99羽まとめて狩れ

ば、遊んで暮らせるのではと考えます。99羽の鴨を

捕まえたのはいいが、鴨が一斉に飛び立ったものだ

から、ごんべえさんも一緒に空へ…。 

 主人公のごんべえさんが語り手として自らの体験

を語るという、趣向を凝らした一作です。 
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